
予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

－

補
　
記

費用総額(執行ベース)

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

実施時期の変更があり，（9月→1月）当初予定していた会場・宿舎に関するキャンセル料が発生したものの，外相会合開
催に必要な経費を無駄なく執行することが出来た。なお，執行額の約半分を占める会議運営会社の入札にあっては，第
一回目は入札者はいたものの，予定価格を上回り，応札者が現れなかったたため，予定価格を増額の上実施した2回目
の入札でようやく業者が決定した経緯からもわかるとおり，本会議の実施に当たっては予算の節減に最大限努めた。

見直しの
余地

無駄のない経費の執行が行われており，33ヶ国の外相が参加する会合の経費としては必要最低限であったと言える。
予算を立てる際は基本的に全ての外相が出席することを想定する必要があることから，同等の会議を開催する経費とし
ては，当初予算額程度が妥当。

－ － 44

執行率 80.0%

案件概要
（5行程度以
内。別添可）

平成２２年１月１３日～１８日までの間，東京においてアジア側16ヶ国，中南米側18ヶ国が参加するFEALAC（アジア・中南
米協力フォーラム）外相会合を開催する。

実施状況

平成２２年１月１３日～１８日までの間，東京において開催した。ただし，全ての加盟国33ヶ国の外相の参加を見込んでい
たが，19ヶ国の外相の参加となった（その他の国からは，副大臣，次官等が参加）。（そのため，執行率が８０％にとどまっ
ている。）

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(当初） － － 55 － －

予算額(補正後） 55

執行額

会計区分 一般会計 上位政策 中南米地域外交に必要な経費

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

外務省設置法第４条第２号
関係する計
画，通知等

－

案件の目的
（目指す姿を
簡潔に。

3行程度以内）

ＦＥＡＬＡＣ（アジア・中南米協力フォーラム）においてアジアと中南米の協力強化するため，外相会合を東京で主催する。

案件番号 ０４２４

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名
ＦＥＡＬＡＣ（アジア・中南米協力フォーラム）外相
会合開催経費

案件開始
年度

平成２１年度 作成責任者

担当部局 中南米局 担当課室 中米カリブ課 課長　本清　耕造



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

（外務省から）

外務省

４４百万円

Ａ．（株）コンベンショ

ンリンケージ

２２百万円

Ｂ．(株）グランドプリンスホテル

赤坂 １２百万円
Ｃ．(株）日航ホ

テル ３百万円

｛国際会議運営費｝ ｛会場･宿舎費｝ ｛会場・宿舎費｝

【一般競争入札】

Ｄ．（株）ジーラス・コミュ

ニケーションズ２百万円

【一般競争入札】【一般競争入札】
【一般競争入札】

｛英西同時通訳費｝

Ｅ．(株）グランドプリンスホテル

高輪 ２百万円

Ｇ．（株）リンガバンク

０．６百万円

Ｈ．同時通訳者３名

０．５百万円

Ｉ．（有）ジェイアンドワイ

０．２百万円

【指名競争入札】

｛大臣主催レセプション｝

Ｆ．(株）パレスホテ

ル ０．９百万円

Ｊ．（株）放送サービス

０．４百万円

Ｋ．（株）成田国際

空港 ０．３百万円

Ｌ．（株）リコー

０．１百万円

Ｒ．牡丹会

０．１百万円

Ｎ．（株）アテナ

０．１百万円
Ｏ．（社）国際交流

サービス協会

０．１百万円

Ｐ．(株）コーヒーコー

ヒ－虎の門

０．１百万円

Ｑ．（株）文祥堂商事

０．１百万円
Ｓ．（有）ビジョンブリッジ

０．０百万円

【指名競争入札】 【一般競争入札】 【競争性のない随意契約】

【競争性のない随意契約】

【競争性のない随意契約】

【競争性のある随意契約】 【競争性のある随意契約】

【競争性のある随意契約】 【競争性のある随意契約】 【競争性のある随意契約】

【競争性のある随意契約】 【競争性のある随意契約】 【競争性のある随意契約】

｛儀礼（国旗設営費）｝

｛日本伝統文化紹介費｝

｛ＳＯＭ用会議運営費｝

｛特別待合室借料｝｛ＳＯＭ用音響システム費｝｛携帯電話借料等｝

｛日西同時通訳費｝
｛日英同時通訳費｝｛ＳＯＭ用ワーキングランチ｝

｛日本紹介（エコ施設案内費｝

｛ＳＯＭ用飲食費｝
｛レセプション供花費｝｛ＯＳソフト費｝

（株）グランドプリ

ンスホテル１百万
ニッカ電測(株）

０．６百万円

（株）リムジンハ

イヤー４百万円

｛車輌等借り上げ費｝｛飾花・照明等｝ ｛金属探知機器借り上げ費｝｛応接セット等借り上げ費｝｛警備員経費｝ ｛複合機等借り上げ費｝ ｛招待状印刷費等｝

｛第４回ＦＥＡＬＡＣ(アジア・中南米協力フォー

ラム）外相会合開催経費｝

美和印刷(株）

０．１百万円

Ｍ．（株）サイマル・

テクニカルコミュニ

ケーションズ

０．２百万円

【競争性のある随意契約】

｛ＳＯＭ用会議運営費｝

（株）テックス

０．4百万円

（株）中央ファックス

０．３百万円
(株）アズ・シーン

０．６百万円

（外務省から）

（外務省から）

（外務省から）



計 2 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費
(株）ジーラス・コミュニケーションズ
（同時通訳者２名）

2

計 3 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

その他
(株）日航ホテル（会場及び宿舎
キャンセル料）

3

計 12 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

その他
(株）グランドプリンスホテル赤坂
（会場借料及び宿舎費）

12

計 20 計 2

外部委託
(株）グランドプリンスホテル（飾花･
照明等経費）

1

外部委託
(株）リムジンハイヤー（車輌等借り
上げ）

4

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費
(株）コンベンションリンケージ（会場
準備要員等９７名）

9 外部委託
（株）グランドプリンスホテル高輪
（大臣主催レセプション経費）

2

その他
(株）コンベンションリーンケージ（会
場等設営撤去運搬等）

6



関係する計
画、通知等

外務省設置法第４条第２号，第１４号 　

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

19年度 20年度 21年度

案件の目的
（目指す姿を

簡潔に。
3行程度以内）

案件概要
（5行程度以内。

別添可）

（１）伯側から要請のあった，日本の民事分野の裁判制度等の専門的資料を外国語（英語）に翻訳した。
（２）ブラジル人が６００名程度住む岡山県に当課から２名が出張し，市長と協議を行うとともに，ブラジル人子弟の通う外
国人学校等を視察した。
（３）ミナス・ジェライス州で公判が進捗している案件につき，そのフォローと今後の動きについて情報収集を行うため，在リ
オ総から担当領事及び現地職員が出張した。

担当課室 南米課

上位政策

課長　星野　芳隆中南米局

一般会計

担当部局

中南米地域外交に必要な経費

14予算額(当初） 2 5 10

案件番号 ０４２５

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 作成責任者
案件開始

年度
平成１７年度

在日ブラジル人・ペルー人問題への対処に係る
経費

22年度 23年度要求

13

（１）在日ブラジル人問題に関し，両国で立ち上げている司法分野作業部会及び社会保障作業部会を実施する。
（２）在日ブラジル人問題を把握するため，在日ブラジル人が多数居住する外国人集住都市に出張し，地方自治体の抱え
る課題やニーズを聴取する。
（３）在日ブラジル問題に関係する司法分野等の専門的資料を翻訳する。
（４）在日ブラジル人が日本国内で犯罪を犯し，国外に逃亡する事例が増加しており，我が国はブラジル政府に対してこれ
ら逃亡犯罪人の国外犯処罰を要請している。そのような国外犯処罰案件に関し，裁判の進捗状況のフォローや日本の裁
判制度との違い等に関する情報収集を行う。

（１）近年増加するブラジル人やペルー人の日本定住に関連して生じる各種問題（教育，社会保障，刑事・司法等）に効果
的に対応する。
（２）在日ブラジル人が日本国内で犯罪を犯し，国外に逃亡する事例が増加しており，我が国はブラジル政府に対してこれ
ら逃亡犯罪人の国外犯処罰を要請している。そのような国外犯処罰案件に関し，裁判の進捗状況のフォローや日本の裁
判制度との違い等に関する情報収集を行う。

実施状況

費用総額(執行ベース)

60%

1

10%

10

執行率

7

350%

執行額

5予算額(補正後）

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

一部改善（事業見直し，単価見直しによる減）

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー
ム
の
所
見

 

必要最低限の費用にて行った。在日ブラジル人及び在日ペルー人の問題は，国民の生活に直接関係し，国民の関心が
極めて高いこともあり，今後も適切にフォローすることが必要。

十分に把握できている。

2

3

予算の状況
（単位:百万円）



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

外務省

１百万円

在日ブラジル人及び在日ペルー

人問題への対処に係る経費

Ｂ．（株）エァクレーレン

０．３百万円

翻訳業務

【競争性のある随意契約】

Ａ．出張者２名

０．１百万円

旅費

Ａ．総社市在日ブラジル人実態調査旅費（課員２名）：６４，２００円

Ｂ．日伯司法分野に係る翻訳経費： ２７５，６２５円

Ｃ．司法・刑事関係情報収集出張（ﾘｵ総２名）： １８８，３８７円

合計：５２８，２１２円

Ｃ．出張者２名

０．２百万円

旅費

外務省

１百万円

在日ブラジル人及び在日ペルー

人問題への対処に係る経費

Ｂ．（株）エァクレーレン

０．３百万円

翻訳業務

【競争性のある随意契約】

Ａ．出張者２名

０．１百万円

旅費

Ａ．総社市在日ブラジル人実態調査旅費（課員２名）：６４，２００円

Ｂ．日伯司法分野に係る翻訳経費： ２７５，６２５円

Ｃ．司法・刑事関係情報収集出張（ﾘｵ総２名）： １８８，３８７円

合計：５２８，２１２円

Ｃ．出張者２名

０．２百万円

旅費



G.

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
いて記載する。

計 0 計

C.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0計 0 計

B. F.

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

　 　 　

使　途

A. E.

0計 0 計

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

C.



案件番号 ０４２６

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 作成責任者
案件開始

年度
昭和２７年度中南米諸国外交政策費

22年度 23年度要求

8

8

10

中南米各国の政治・経済・社会事情及び地域統合合体の動向等に係る各種調査，情報収集，資料作成等，また，中南米
地域機関の会合への出席を行う。

中南米各国及び中南米全域に対する外交政策を策定する上で基礎となる情報収集，調査，資料作成等を行い，我が国
対中南米政策の立案・実施を行う。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

現状維持

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

基礎データ収集について，在外公館等を通じて収集できるものについては自ら行うことで図書購入費を削減することが可
能（22年度予算で反映済）。
他方，本件は，対中南米外交政策立案の基礎となる予算であり，中南米33ヶ国をレビューするための出張費（２名分程
度）としては，必要最小限といえる。また，日々の業務の補助のための事務補助員も各課に1名と最低限の水準である。

予算額に近い執行が行われている。時宜に応じた目的での出張が行われている他，適切な雑誌の購入により，執務参考
に資するデータの収集が実施できている。

7

費用総額(執行ベース)

89%

7

88%

8

執行率

8

100%

執行額

予算額(当初） 8 9 8

9予算額(補正後）

担当課室 中米カリブ課

上位政策

課長　本清　耕造中南米局

一般会計

担当部局

中南米地域外交に必要な経費

関係する計
画，通知等

外務省設置法第４条第２号 －

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

19年度 20年度 21年度

案件の目的
（目指す姿を
簡潔に。

3行程度以内）

案件概要
（5行程度以
内。別添可）

中南米各国の政治・経済事情等に係る情報収集等のための出張を行った。
また，中南米諸国に関する基礎データ収集のための関連資料（雑誌等）の購入，会議費，事務補助員の雇用を実施。



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

外務省

８百万円

Ｃ．エス・アン

ド・ピーカンパ

ニー

０．９百万円

Ａ．事務補助員２名

４百万円

Ｂ．出張者３名

３百万円

Ｅ．講師１名

０．０百万円
Ｄ．ラテンアメリカ協会

０．２百万円

【競争性のない随意契約】

｛謝礼｝
｛ラテンアメリカ時報｝

｛中南米諸国便覧｝

｛旅費｝｛賃金｝

【競争性のある随意契約】

｛中南米諸国等各種調査等に必要

な経費｝

Ｆ．出張者１３名

０．２百万円

｛旅費｝

（外務省から）

Ｇ．会議費

０．２百万円

｛会議費｝



A. E.

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

人件費 事務補助員賃金２名 4

使　途

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0計 4 計

旅費 出張者１名 1

旅費 出張者１名 2

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計 3 計

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

0計 0 計



予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

一部改善（事業見直しによる減）

補
　
記

費用総額(執行ベース)

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

使途は外国旅費と会議費であり，会合開催に合わせ無駄なく執行されている。

見直しの
余地

原則として各委員会の出張者は1名とし，また，閣僚等の出席が想定され，かつすべての分野を扱う合同委員会につ
いても最低限の3名としており，これ以上削れない状況。

7 5 2

執行率 63.6% 83.3% 25.0%

案件概要
（5行程度以
内。別添可）

２００５年４月１日に発効した日・メキシコ経済連携協定では，日・メキシコ両国間で協定の運用に必要な所要の決定等
を行う他，協定の実施及び運用の見直しや協定の改正について検討及び採択することを任務とする「合同委員会」
（議長は閣僚又は次官レベル），また，「合同委員会」の下で個別分野について両国間の事務レベルの協議を行う１０
の小委員会が設けられており，さらに，両国のビジネス環境の改善について，民間の代表者も参加して両国間で協議
するメカニズムとして，「ビジネス環境整備委員会」（高級事務レベル）が設けられている。

実施状況

本年度は日程調整の結果，合同委員会を本邦で開催した。また，原産地小委員会を開催し，課長及び事務官がメキ
シコへ出張した。
一方ビジネス環境整備委員会や他の小委員会については，関連省庁も多く，日程調整が困難だったこと，また，開催
に向けた議題調整で日墨双方の立場の隔たりがあったこともあり，開催に至らなかった案件があり，全ての案件の執
行には至らなかった。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(当初） 11 6 8 6 6

予算額(補正後） 11 6 8

執行額

会計区分 一般会計 上位政策 中南米地域外交に必要な経費

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

外務省設置法第４条第２号
関係する計
画，通知等

－

案件の目的
（目指す姿を
簡潔に。

3行程度以内）

２００５年４月１日に発効した日・メキシコ経済連携協定（日墨ＥＰＡ）の円滑な実施を確保するため，各種委員会の開催
準備，会合の開催，会合の結果のフォローアップ等を実施する。

案件番号 ０４２７

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 日墨経済連携協定各種委員会関係経費
案件開始

年度
平成１8年度 作成責任者

担当部局 中南米局 担当課室 中米カリブ課 課長　本清　耕造



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかにつ
いて補足する)
(単位:百万円)

外務省

２百万円

Ａ．出張者３名

２百万円

｛旅費｝

｛日墨ＥＰＡ関係経費｝

Ｂ．会議費

０．０百万円

｛会議費｝



計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

費目・使途
（「資金の流

れ」においてブ
ロックごとに最
大の金額が支
出されている者
について記載
する。使途と費
目の双方で実
情が分かるよう

に記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）



南米地域との資源分野での協力関係の維持・発展に向けて，関係国と協議を行う。また，当該分野において日本企業に
対する適切な支援を実施するため関係者と意見交換を行う。

南米地域は天然資源（食料を含む。）の豊富な地域であり，我が国にとって重要な資源の供給元であることから，同地域
や我が国経済界との緊密な協議を通じ，資源分野での協力関係の維持・発展を図る。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

5

執行率

22年度 23年度要求

125%

1

20%

4

食料安全保障のための海外投資促進調査ミッションへの参加や二階経産大臣（当時）主催の日ベネズエラ・エネルギー
協力に関する意見交換への参加などを行った。

執行額

予算額(当初） 3 4 5

案件番号 ０４２８

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 作成責任者
案件開始

年度
平成１８年度日・南米二国間資源戦略協議関係経費

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

19年度 20年度 21年度

案件の目的
（目指す姿を
簡潔に。

3行程度以内）

案件概要
（5行程度以
内。別添可）

4予算額(補正後） 3

3

133%

5

4

担当部局

中南米地域外交に必要な経費

担当課室 南米課

上位政策

課長　星野　芳隆中南米局

一般会計

関係する計
画、通知等

外務省設置法第４条第２号
外務省設置法第４条第８号

　

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

現状維持

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー
ム
の
所
見

　

必要最低限の費用にて行った。今後も，資源分野での南米諸国との協力関係を維持・発展させるために緊密な協議を実
施していく必要がある。

十分把握できている。

費用総額(執行ベース)



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

外務省

１百万円

日・南米二国間資源戦略協議

関係経費

A.出張者１名

０．７百万円

旅費

【競争性のない随意契約】

Ｂ．帝国ホテル

０．０百万円

会議費

(単位:百万円)



A. E.

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

計計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者につ

計 0 計 0
れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計 0 計

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目使　途

0

D. H.

計 0 計

使　途
金　額

(百万円）
費　目

0計 0 計 0計 0 計



案件番号 ０４２９

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 カリブ共同体諸国との関係強化経費
案件開始

年度
平成２０年度 作成責任者

担当部局 中南米局 担当課室 カリブ室 室長　古賀　京子

会計区分 一般会計 上位政策 中南米地域外交に必要な経費

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

外務省設置法第４条第２号
関係する計
画，通知等

－

案件の目的
（目指す姿を
簡潔に。

3行程度以内）

中南米地域・中米・カリブ諸国との協力及び交流強化

案件概要
（5行程度以
内。別添可）

第13回日・カリコム事務レベル協議に出席するとともに，対カリコム諸国拠点国関係強化を図るための経費。また，我
が国にて情報入手が困難なカリブ地域の政治・社会情勢に関する専門家・有識者からの情報収集を行い，対カリブ政
策の円滑な実現を図るために必要な経費。
また，カリブ地域の政治・社会情勢の安定に貢献する支援を実施するため，特に民主化が始まったばかりのハイチの
経済・社会情勢及び現地ニーズの把握・分析を行うための経費。また，国際機関あるいは支援国及び我が国唯一の
NGO支援団体主催による各種会合への会議参加，及び日ハイチ二国間協議出席のための経費。

実施状況

第13回日・カリコム事務レベル協議は，双方の日程調整がつき，平成21年3月に実施することとなったため，一部未執
行。執行案件は以下のとおり。
ハイチ支援国会合出席（ワシントン），ハイチ経済協力政策協議（ハイチ），ハイチ支援国会合出席（モントリオール），
ハイチ支援国会合出席（ＮＹ），ハイチ関連ＮＧＯ会合出席（名古屋）

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(当初） － 3 5 4 6

予算額(補正後） 3 5

執行額 6 2 2

執行率 66.7% 40.0%

費用総額(執行ベース)

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

目的に即して，適切に執行。

見直しの
余地

執行案件は，出張人数を必要最低限にするとともに，ディスカウント・チケットを使用する等経費節減に努めた結果で
ある。21年度は，ハイチ大地震等により未執行とせざるを得ない事情があったが，本予算でカリブ地域との関係強化
を継続的に図る必要性は変わらないことに鑑み，計上額は最低限必要。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

現状維持

補
　
記



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかにつ
いて補足する)
(単位:百万円)

外務省

３百万円

Ａ．出張者５名

３百万円

｛旅費｝

｛カリブ共同体諸国関連経費｝

Ｂ．出張者１名

０．０百万円

｛旅費｝



費目・使途
（「資金の流

れ」においてブ
ロックごとに最
大の金額が支
出されている者
について記載
する。使途と費
目の双方で実
情が分かるよう

に記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



4

16%

（１）日・ペルー経済連携協定については，東京及びリマで５回の交渉会合を開催。
（２）日・チリ経済連携協定については，サンティアゴにおいて委員会，ビジネス環境整備小委員会，物品小委員会，魚・
魚製品作業部会を開催。
（３）その他：　日・コロンビア投資協定締結に向けた交渉会合を開催。

執行額

予算額(当初） 1515

予算額(補正後） 25

6

25 7

4

18

4

7

案件番号 ０４３０

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 作成責任者
案件開始

年度
平成19年度日・南米経済連携枠組みの構築等

22年度 23年度要求

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

執行率 86%

（１）日・ペルー経済連携協定締結に向けた交渉を開催し，同交渉会合に我が国代表が参加する。
（２）日・チリ経済連携協定に基づき設立された委員会及び各種小委員会，作業部会を開催し，我が国代表が参加す
る。
（３）０７年９月に発効した日本チリ経済連携協定に基づいて委員会，小委員会及び作業部会が設置されているところ，
これらの会合を円滑に開催するためロジ面の手当て（車両借上等）を行うもの。

（１）日・ペルー経済連携協定締結を目的とした交渉を行う。
（２）日・チリ経済連携協定の効果的な運用を図る。
（３）日・チリ経済連携協定を適切に運用し，両国の経済関係の更なる発展を図る。

費用総額(執行ベース)

450%

担当課室 南米課

上位政策

課長　星野　芳隆中南米局

一般会計

担当部局

中南米地域外交に必要な経費

関係する計
画、通知等

外務省設置法第４条第２号 　

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

19年度 20年度 21年度

案件の目的
（目指す姿を

簡潔に。
3行程度以内）

案件概要
（5行程度以
内。別添可）

費用総額(執行ベース)

見直しの
余地

一部改善（事業見直し，単価見直しによる減）

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー
ム
の
所
見

 

必要最小限の費用にて行った。今後も，南米諸国との経済関係緊密化のため，経済連携協定等の運用や締結を行っ
ていく必要がある。なお，本省からの代表団が当初想定されていた規模より小さかったため，車両や携帯電話の借り上
げは必要なかった。他方，今後，これらの経費が必要になる場合はあると見込まれる。

十分把握できている。

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す

外務省

１８百万円

日・南米経済連携枠組み等

A.出張者１１名

１７百万円 A

旅費

【競争性のない随意契約】

Ｂ．（株）フジランド

０．６百万円

会議費

【競争性のない随意契約】

Ｃ．楽珠美

０．１百万円

会議費

ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）



金　額
(百万円）

A. E.

費目・使途（「資
金の流れ」にお
いてブロックご
とに最大の金
額が支出され

ている者につい

使　途
金　額

(百万円）
費　目

その他 外国旅費（１１名） 17

費　目 使　途

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0計 17 計

0計 0 計
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双
方で実情が分
かるように記

載）

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0

D. H.

計 0 計

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

0計 0 計



案件番号 ０４３１

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 アジアと中南米の関係強化経費
案件開始

年度
平成12年度 作成責任者

担当部局 中南米局 担当課室 中米カリブ課 課長　本清　耕造

会計区分 一般会計 上位政策 中南米地域外交に必要な経費

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

外務省設置法第４条第２号
関係する計
画，通知等

－

案件の目的
（目指す姿を
簡潔に。

3行程度以内）

ＦＥＡＬＡＣ（アジア中南米協力フォーラム）においてアジアと中南米の協力強化に積極的に貢献し，日本が両地域の架
け橋となることを目指す。

案件概要
（5行程度以
内。別添可）

アジア１６カ国と中南米１８カ国が協力強化を進めるために設立されたＦＥＡＬＡＣ(アジア中南米協力フォーラム）の各
種会合に参加することで，日本の両地域間関係強化に向けた取組を紹介するとともに，両地域内各国との連携を強
化する。外相会合と高級事務レベル会合（局長級）が交互に実施され，また，３つの作業部会が開催されるほか（課長
級及び有識者），メンバー各国主催の会合・セミナー等も行われており，これらの会合へ参加する。

実施状況

実施せず。
21年度中に２つの作業部会が開催されることが見込まれていたが，開催国側（ＮＺ，コロンビア）の都合により，21年度
中に開催されなかった。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(当初） 12 9 4 3 10

予算額(補正後） 12 9 4

執行額 11 9 0

執行率 91.7% 100% 0%

費用総額(執行ベース)

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

支出実績なし（２１年度）

見直しの
余地

ＦＥＡＬＡＣ外相会合を２０１０年１月に東京で開催しており，そのフォローアップを行い，日本としてのプレゼンスを維持
していく上で，各種会合への参加を確保する必要がある。他方，各会合への参加者を1名に絞り込むなどの手当が可
能。（22年度予算で反映済み。）

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

現状維持

補
　
記



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかにつ
いて補足する)
(単位:百万円)

外務省

Ａ．出張者 Ｂ．文化人等出張者

｛旅費｝ ｛旅費｝

｛ＦＥＡＬＡＣ(アジア中南米協

力フォーラム）の各種会合に

参加するための経費｝



費目・使途
（「資金の流

れ」においてブ
ロックごとに最
大の金額が支
出されている者
について記載
する。使途と費
目の双方で実
情が分かるよう

に記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



関係する計
画、通知等

外務省設置法第４条第２号，第８号 　

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

19年度 20年度 21年度

案件の目的
（目指す姿を

簡潔に。
3行程度以内）

案件概要
（5行程度以
内。別添可）

第２回日伯科学技術協力合同委員会を東京で開催した。また、次回合同委員会（平成２２年度中に実施予定）に向け
た準備のため，及び農業分野等での協力拡大の可能性を探るため、担当官がブラジルに出張した。（環境対話は，両
国関係者の都合が合わず実施できなかった。）

担当課室 南米課

上位政策

課長　星野　芳隆中南米局

一般会計

担当部局

中南米地域外交に必要な経費

2

費用総額(執行ベース)    

100%

1

25%

4

執行率

4

400%

執行額

予算額(当初） 1 3 4

3予算額(補正後）

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

現状維持

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

 

必要最低限の費用にて行った。今後も，日伯両国が高い関心と知見を有する科学技術や環境・気候変動分野での協
力を進めることは，二国間関係のみならず地球規模課題への効果的対応を進める観点からも，極めて意義が大き
い。

十分に把握できている。

案件番号 ０４３２

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 作成責任者
案件開始

年度
平成１９年度日伯関係強化促進経費

22年度 23年度要求

1

3

3

科学技術の分野では，日伯科学技術協力合同委員会の会合を開催したり，伯側科学技術ミッションとの協議等を行
う。環境・気候変動分野では，日伯環境対話を実施する。

科学技術や環境・気候変動に関する協議等を通じ，それらの分野でのブラジルとの協力を促進させる。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかにつ
いて補足する)
(単位:百万円)

外務省

１百万円

日伯関係強化促進経費

Ａ．出張者１名

１百万円

旅費

【競争性のない随意契約】

Ｂ．フジランド

０.１百万円

会議費

Ａ．ブラジル農業・科学技術に関する出張（１名）： １，１２４，６９０円

Ｂ．第２回日伯科学技術協力合同委員会開催経費： ８５，８００円

合計： １，２１０，４９０円



0計 0 計

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流

れ」においてブ
ロックごとに最
大の金額が支
出されている者
について記載
する。使途と費
目の双方で実
情が分かるよう

に記載）

計 0 計

C.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0計 1 計

B. F.

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

その他 外国旅費 1

使　途

A. E.



関係する計
画、通知等

外務省設置法第４条第１２号 　

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

19年度 20年度 21年度

案件の目的
（目指す姿を
簡潔に。

3行程度以内）

案件概要
（5行程度以
内。別添可）

（１）日本人アマゾン移住８０周年記念式典には，日伯議連会長の麻生太郎衆議院議員の名代として井上信治衆議院議
員が出席した。また，皇太子殿下から祝賀メッセージが発出されるなど，盛大な記念式典となり，当課から担当官１名が
出張した。
（２）０９年は日本人のペルー及びボリビア移住１１０周年でもあったところ，記念式等に参加するため両国を御訪問され
た常陸宮同妃両殿下に同行した。

担当課室 南米課

上位政策

課長　星野　芳隆中南米局

一般会計

担当部局

中南米地域外交に必要な経費

-

－

6

200%

3

執行率

－

－

執行額

予算額(当初） － － 3

－予算額(補正後）

案件番号 ０４３３

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 作成責任者
案件開始

年度
平成２１年度日本人アマゾン移住８０周年

22年度 23年度要求

－

－

-

０９年は日本人アマゾン移住８０周年であり，その祝賀のための記念式典等がベレン，トメアス，マナウス等の現地主要
都市において開催されるところ，右に参加する我が国政府要人の訪問の準備及び同行を行うもの。

０９年は日本人アマゾン移住８０周年であり，その祝賀のための記念式典等がベレン，トメアス，マナウス等の現地主要
都市において開催されるところ，右に参加する我が国政府要人の訪問の準備及び同行を行うもの。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

費用総額(執行ベース)

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

－

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー
ム
の
所
見

必要最低限の費用にて行った。（なお，常陸宮同妃両殿下のペルー，ボリビア御訪問への同行は当初は想定されていな
かったが，日本人移住に係る周年祝賀に関わるものであり，支出は妥当であったと考える。）

十分に把握できている。



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

外務省

６百万円

日本人アマゾン移住８０周年

A.出張者３名

６百万円

旅費

(単位:百万円)



0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者につ

計 0 計

　 　 　

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0計 6 計

B. F.

金　額
(百万円）

　

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

その他 外国旅費 6 　

使　途

A. E.

0計 0 計

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0
れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計 0 計

C.

0計 0 計



案件概要
（5行程度以
内。別添可）

中南米局 担当課室 中米カリブ課 課長　本清　耕造

日本とメキシコの青年をお互いに留学させ両国間の相互理解と友好親善を増進することを目的に１９７１年に発足した政
府ベースの交流計画。

会計区分 一般会計 上位政策 中南米地域外交に必要な経費

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

外務省設置法第４条第２号
関係する計
画，通知等

日墨研修生等交流計画

案件の目的
（目指す姿を
簡潔に。

3行程度以内）

本計画を実施するために必要な事務補助員，研修者選考委員謝金，研修者選考試験実施旅費（東京及び京都）及びメ
キシコおける日墨交流計画研修生の指導員に支払うために必要な経費。

案件番号 ０４３４

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 日墨交流計画関係費
案件開始

年度
昭和４６年度 作成責任者

担当部局

予算額(補正後） 2 2 2

23年度要求

予算額(当初）

19年度 20年度 21年度 22年度

2 2 2 2 2

実施状況

平成２１年度日墨交流計画の実施にあたり，事務補助員が，窓口業務に加え，募集広報補助業務，申請者の応募書類
の整理，選考派遣事務補助業務等を担当した。また，平成２１年１０月，同計画の第１次選考試験（筆記試験）実施のた
め職員が地方出張，又，１１月第２次選考試験（面接試験）を外部有識者（選考委員）の参加の下に実施。さらに，メキシ
コにて，研修指導員が，研修生に対して個別具体的な指導・助言を行った。

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

当初の目的のとおり，適切に使用されたと考える。

見直しの
余地

日墨交流計画は，１９７１年の発足以来，既に約４０００名に上る両国の若者が参加しており，両国交流の重要な基盤とし
て，幅広い分野での両国関係の強化に大きく貢献してきている事業である。
本件事業実施のための事務を行う事務補助員，選考試験のための外部有識者を1名に絞り，首都圏だけでなく広く候補
者を募るための地方への出張も１名で行い，さらに，５０人の研修生を1名の研修指導員の雇用でまかなうなど，本件事
業は必要最低限の人員で行っており，同予算の削減は適切な事業の実施に支障を来す結果となるため，現状予算の維
持が必要。

2 2 2

費用総額(執行ベース)

執行額

執行率 100% 100.0% 100.0%

予算の状況
（単位:百万円）

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

一部改善（事業見直しによる減）

補
　
記



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

外務省

２百万円

Ａ．事務補助員１名

２百万円

Ｄ．指導員１名

０．１百万円

Ｂ．選考委員１名

０．０百万円

Ｃ．出張者１名

０．０百万円

｛賃金｝ ｛謝礼｝ ｛旅費｝ ｛謝礼｝

｛日墨交流計画関連経費｝



使　途
金　額

(百万円）

人件費 事務補助員賃金１名 2

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

計 2 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



2予算額(補正後） 1

2

1

上記の官民合同での会議を開催し，各在伯公館長が同会議に参加する。

在伯公館長，各地域の日本商工会議所代表等が集まり，ブラジルにおけるビジネス環境上の問題等に関する会議を行
い，政府の政策・施策に反映させる。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

2

執行率

22年度 23年度要求

100%

2

100%

2

200%

官民合同会議とともに在伯公館長会議の開催を行った。また，本予算に関連する日伯賢人会議を開催した。

執行額

予算額(当初） 1 2 2

案件番号 ０４３５

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 作成責任者
案件開始

年度
 ブラジル官民合同会議開催に係わる経費

2

担当部局

中南米地域外交に必要な経費

担当課室 南米課

上位政策

課長　星野　芳隆中南米局

一般会計

関係する計
画、通知等

外務省設置法第４条第８号 　

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

19年度 20年度 21年度

案件の目的
（目指す姿を

簡潔に。
3行程度以内）

案件概要
（5行程度以
内。別添可）

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

抜本的改善（単価見直しによる減）

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー
ム
の
所
見

　

必要最低限の費用にて執行された。今後も，ブラジル関係での日本企業の活動を適切に支援していくため，本件会議を
定期的に開催することが必要である。

十分に把握できている。

費用総額(執行ベース)



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

外務省

２百万円

ブラジル官民合同会議

（日本企業支援）に係る経費

Ａ．通訳者３名

０．２百万円

通訳

【競争性のない随意契約】

Ｂ．出張者７名

０．７百万円

旅費

【競争性のない随意契約】

Ｃ．リオデジャネイロ州工業連盟

０．２百万円

会場借料

【競争性のない随意契約】

Ｅ．ＦＭ Ｄｉｇｉｔａｌ社

０．１百万円

コンピューター借り上げ

【競争性のない随意契約】

Ｄ．Ａｌｓｉｎｔｅｒ社

０．１百万円

通訳機器借り上げ

【競争性のない随意契約】

Ｆ．Ａ．Ｓ．Ｅｄｉｔｏｒｅｓ社

０．３百万円

印刷機借り上げ

(単位:百万円)



A. E.

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

費　目

計計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ

れている者につ
計 0 計 0

れている者につ
いて記載する。
使途と費目の
双方で実情が
分かるように記

載）

計 0 計

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

0

D. H.

計 0 計

使　途
金　額

(百万円）
金　額

(百万円）
費　目

0計 0 計

費　目 使　途

0計 0 計



案件番号 ０４３６

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(外務省)

案件名 中南米民主主義強化支援プログラム
案件開始

年度
平成５年度 作成責任者

担当部局 中南米局 担当課室 中米カリブ課 課長　本清　耕造

会計区分 一般会計 上位政策 中南米地域外交に必要な経費

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

外務省設置法第４条第２号
関係する計
画，通知等

－

案件の目的
（目指す姿を
簡潔に。

3行程度以内）

中南米各国の民主主義・安定・発展は，日本の対中南米外交の柱の一つであり，中南米各国における民主主義の強
化・定着の支援，政情不安になっている国や政治的な危機の後に民主化プロセスに入っている国等の現地情勢と
ニーズの把握・分析を行う。

案件概要
（5行程度以
内。別添可）

民主主義の強化・定着の支援のため，中南米各国の各種選挙への監視要員の派遣や，現地情勢及び具体的な支援
ニーズの把握のための本省職員の現地派遣の実施。

実施状況

実施せず。
Ｈ２１年１１月に実施予定であったホンジュラス大統領選挙・総選挙に対して，米州機構（ＯＡＳ）より国際選挙監視団へ
我が国から参加して欲しい旨，予備選挙の段階（Ｈ２０年１１月）で内々要請があり，派遣を予定していたが，Ｈ２１年６
月に同国においてクーデターが発生，選挙までに政情が安定せず，ＯＡＳも選挙監視団派遣を見送ったことから，我が
国としても監視要員を派遣しなかったため実施できなかった。

予算の状況
（単位:百万円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度要求

予算額(当初） 4 2 1 1 1

予算額(補正後） 4 2 1

執行額 1 1 0

執行率 25.0% 50.0% 0%

費用総額(執行ベース)

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

支出実績なし（２１年度）

見直しの
余地

特に，民主的な選挙の実施の監視は，中南米諸国の民主主義の強化・定着を進める上で有効な手段であり，引き続
き本件は継続すべき。本国から対象国の事情に精通した専門家を派遣するための経費として1名分のみ計上されて
おり，現在の水準は，必要最低限といえる。

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

現状維持

補
　
記



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかにつ
いて補足する)
(単位:百万円)

外務省

Ａ．文化人等出張者 Ｂ．文化人等出張者謝礼

｛旅費｝ ｛謝礼｝

｛中南米諸国民主化プロセス支

援に必要な経費｝



費目・使途
（「資金の流

れ」においてブ
ロックごとに最
大の金額が支
出されている者
について記載
する。使途と費
目の双方で実
情が分かるよう

に記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0




